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商品の特徴

使用目的

○アルティレットは施設での使用を目的として作られたベッドです。

●腰や首に痛みがあり、起き上がりが不安な方の起き上が

　りやすい姿勢を作ります。

●腰やひざに痛みがあり、立ち上がりが不安な方の立ち上

　がりやすい姿勢をつくります。

●ひざ上げで、体に負担のかかりにくい姿勢をつくります。

背上げ

ひざ上げ

高さ調節

●ボードは本体に取り付いたピンで容易に取り付け、取り外しがで
　きます。

●手元スイッチは、片手で持ったままでも操作がしやすい形状になっ
　ています。フックを使って、サイドレールに掛けることができます。

●ベッド足側にサイドレール収納部があります。サイドレールを使
　用しない時は、ここに収納することができます。

●中央のホルダーが回転式で収納ができ、車椅子への乗り降りを楽
　に行うことができます。
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ご使用前・ご使用中の警告と注意

ベッドからの乗り降りの際の転倒事故が多発しています。
必ず下記の事を守ってご使用ください。
 ・ベッド横から乗り降りしてください。
 ・サイドレールをまたいだり、ヘッドボード / フットボー
　ドをまたいだりしないでください。
 ・睡眠薬を服用の際は、医師から指示された時間内にベッ
　ドから立ち上がることはしないでください。
 ・車椅子への移乗の際は、ベッド、車椅子のキャスターが
　ロックされているか確認して、乗り降りしてください。

禁　止

介護者の方へ
背ボトムを上げると寝ている人の背中に加圧が生じ放置す
ると呼吸困難にもなります。これはどのベッドでも構造上
避けることができない現象です。これを解消するために図
の様に背とマットの間に手を入れて背を起こし、圧を解除
してあげてください。
 ・解除しないと腰痛、床ずれが発生したり、場合により　
　呼吸困難にもなります。

サイドテーブルを使
用するときは、図の
ように体重をかけな
いでください。
転倒する恐れがあり
ます。

ベッドの背上げや高さ調節などの操作をする時は、ご利用者の体の一部がサイドレールな
どの隙間に入っていないか注意して操作してください。
・自分で体位を保持できない方の場合は、体を支えながら操作してください。

禁　止 禁　止

ベッド用グリップ（P26 参照）を使

用される場合、しっかりと固定されて

いるか定期的に確認してください。

 
・転倒し怪我や骨折を起こす恐れが
　あります。

 ・ベッド用グリップの取扱説明書をご
　覧になり、しっかりと取り付けてく
　ださい。

モーター作動中にテ
レビ等にノイズが発
生することがござい
ます。
予めご了承ください。

温熱治療具などベッドの上で電子治

療器を使用される場合は電源プラグ

を抜いてください。

使用環境温度は 5℃～ 40℃です。

使用環境温度を超える場所で使用しな

いでください。故障の原因になります。

リフトを使用される場合は販売店にご

相談ください。

停電時には、電源プラグをコンセント

から抜いてください。停電時は電動操

作ができませんが、復旧した場合は通

常通り使用できます。停電が長引き、

かつ背上げしている状態の場合は、

ベッドの使用を直ちに中止してくださ

い。「停電時の背下げ方法（P24）」も

お読みください。

停電時の注意

リフト使用時の注意

ヘッドボードやフットボードに荷重を

かけて、リハビリ等を行わないでくだ

さい。

・怪我や事故、破損の原因になる恐れが 

  あります。

ノイズ





ベッドの設置について
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ベッドの重量（マットレスや周辺機器を含む）と使用される方
の総重量に十分耐えられる水平な場所へ設置してください。
※最大利用者体重：138 ㎏

フローリングでは滑る事があり危険です。畳の場合は脚部の跡
が残ります。床キズ防止カーペット（PSC-1216SC）をご利用
ください。

●ベッドの周りは出来るだけ広い空間を確保し
　てください。
 ・療養される方のベッドからの移乗や介護する
　場合のスペースを充分検討して設置してくだ
　さい。
●電源コンセントの位置から 10 ㎝程度離し、
　昇降時に電源プラグとベッドが接触しないよ
　うにしてください。
●昇降の際にフットボード側に 7 ㎝程度動きま
　すので、物を置かないようにスペースを確保
　してください。
●頭側は壁から 5 ㎝以上のスペースをあけてく
　ださい。
●ベッドの下に物を置かないでください。
 ・昇降時にベッドが破損したり、ベッドが斜め
　に傾くことがあり危険です。

●ストーブや火気のある物などをベッドの近くに設置し
　ないでください。
 ・機器の変形や火災の原因になり非常に危険です。
 

●配線器具の定格を超える「蛸足配線」や表示された電
　圧（100V）以外の電圧では使用しないでください。
 ・火災やモーター故障の原因になります。

●電源コードや手元スイッチのコード等を引っ張ったり、
　はさまないようにして下さい。
 ・断線が発生し、感電、発火、モーターの故障の原因に
　なります。

ベッドの設置・組み立て・分解は販売店もしくは弊社指定の業者にお任せください。

必ず丈夫で水平な床に設置してください。

おねがい

禁　止

禁　止

禁　止

人が入れる
介護スペース

ベッド

50 ～ 70 ㎝

7㎝

5㎝

63 ㎝

7 ㎝ 5 ㎝

25 ㎝

車椅子回転スペース

設置参考図

足側

壁

床

頭側

1ｍ



マットレスストッパー
　　　　　　：4 個
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開梱と部品の確認

●商品が到着した時点で、下記の部品が全て同梱されているか、
　また、破損していないか確認してください。
　万一、部品の不足や破損があった場合は、販売店または弊社までご連絡ください。

PP109-ZCX-1/4

固定脚仕様

ベースフレーム

梱包（1/4）

PP109-ZCX-1/4

キャスター仕様

ベースフレーム

梱包（1/4）

ロックプレート：4個

マットレスストッパー
　　　　　　：4 個

ロックプレート：4個

取扱説明書
〈保証書付〉（本書）

取扱説明書
〈保証書付〉（本書）

「固定脚仕様」ベースフレームに、別梱包の専用キャスターを取り付けて「キャスター仕様」にすることができます。
　必ず、キャスターの取扱説明書をご覧になり、ベースフレームのみの状態で取り付けてください。

❶ 固定脚をベースフレームから取
                        り外してください。

❸ 同様に 4 箇所に取り付けてくださ
　　い。4 箇所ともキャスターがしっ　

　　かり取り付けられているか確認し

　　　　　　　　　　　てください。

緩みの無いように

しっかり取り付け

てください

❷ 付属のスパナでベースフレームに
キャスターを、し
っかり取り付けて
ください。

割りピン：4本

割りピン：4本
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※ひざボトムと脚ボトムは一体で、取り外しはできません　　　　

背ボトム×1

ひざボトム・脚ボトム

　　　　　　×1全機種共通

背ボトム・ひざ脚ボトム

梱包（3/4）

PP109-ZAY-3/4

曲げ割りピン：1本

開梱と部品の確認

※全高が高い方が ヘッドボード（頭側）です

ヘッドボード フットボード

ヘッドボード フットボード

〈ダークブラウン〉

PP109-AAY-4/4

ヘッドボード・

フットボード

梱包（4/4）

PP109-BAＺ-4/4

樹脂ボード

ヘッドボード・

ヘッドボード

梱包（4/4）

〈ダークブラウン〉

PP109-ACY-4/4

宮ヘッドボード・

フットボード

梱包（4/4）
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注意

1
組み立ての際に、手や指をはさまないようにご注意ください。

ベースフレーム

2-1
センターフレーム

ベースフレームを準備します。頭　、足側の位置を確認してください。

「頭」シール

頭側

「足」シール

足側
ベースフレーム
（固定脚仕様）

②ピン（銀色）を
　抜いてください

①曲げ割りピンを
　外してください

裏向きの状態で、昇降モーター先端の曲げ割りピンとピン(銀色)を外してください。

※曲げ割りピンとピンは『2-4』で使用しますのでなくさないようご注意ください。

移動用のキャスターPKB-10CK（オプション）を取り付けることが可能です。

取り付け方法はキャスターセットに同梱しております取扱説明書をお読みくだ

さい。

ベースフレームとセンターフレームを組み立てます

ベッドの組み立て方



ベースフレームとセンターフレームを組み立てます
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2-2
センターフレーム

2-3
センターフレーム

「頭」シール

ベースフレーム
（固定脚仕様）

センターフレーム

「足」シール

センターフレームを表向きにして、ベースフレームの上に組み付けます。
下図のようにセンターフレームの足側から昇降アームに先に載せ、
次に頭側を昇降アームに載せてください。
必ず　　　シールで向きを確認してください。

①足側を先に
　載せてくだ
　さい

②次に頭側を
　載せてくだ
　さい

頭 足

下図4箇所に、ロックプレートを取り付けてください。

足側

頭側

※イラストはP109-２5AA2です。
   他も同様に組み立ててください。
　

「頭」シール

「足」シール

①ロックプレートを
　図のように取り付
　けます

②割りピンを挿し込 
　みます

③4箇所とも図のように
　取り付けられているこ
　とを確認してください



Ａ

ベースフレームとセンターフレームを組み立てます
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   2-4
センターフレーム

昇降モーターの取り付け

2-1で外したピン(銀色)と曲げ割りピンを使用して昇降モーターを取り付
けます。

ピン(銀色)の先端の穴に曲げ割り
ピンを挿入してください。
※入りにくい場合はピンの先端を
　回転させて挿入してください。

ベースフレームのA
部穴と昇降用モータ
ーの穴位置を合わせ
てください。

昇降用モーター
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A

B

A

DD

CC

ＡＡ

ＢＢ

ひざ脚ボトム
表

ＡＡ ＢＢ

3-2

ひざ脚ボトムを取り付けます

背ボトムを取り付けます

背ボトム

センターフレーム

3-1
ひざ脚ボトム

センターフレーム

センターフレームに、ひざ脚ボトムを取り付けます。

※指をはさまないようご注意ください。

センターフレームに、
背ボトムを取り付けます。

ひざ脚ボトム

センターフレーム

背ボトムのローラーをセンター
フレームのガイドに上から入れ
てください。

ネットを傾けて、下図の
様にローラーをガイドの
内側に入れてください。

1：曲げ割りピンを抜
　  いてください。

2：バックオフバーを挿
     し込んでください。

3：曲げ割りピンを挿し
　  込んでください。

背ボトム
裏

曲げ割りピンを挿し
　　込んでください。

ひざ脚ボトムのピン

を穴に通します。





連動

あたま

あし

たかさ

たかさ

あたま
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手元スイッチの使い方

●ベッドの背ボトムの角度やベッド全体の高さを手元スイッチ操作で無段階に調節できます。
　手元スイッチのボタンを押すと作動し、ボタンを離すとその位置で停止します。
　使いやすい位置まで作動してベッドをお使いください。

背ボタン

背ボトムの角度を約70°・ひざ角度を約22°まで

無段階に調節できます。

※ひざ角度の切り替えについてはP19、ライジングモー

　ションについてはＰ20をご参照ください。

高さボタン

床面高さを25～63㎝まで無段階に調節でき
ます。

警告

ベッドを一定の期間使用しない場合や、介護者が長時間ベッドから離れる場合

は電源プラグを抜いてください。誤操作による事故の恐れがあります。

操作は必ずベッドに寝た状態で行ってください。

ベッドに立った状態や座った状態での操作は怪我をする恐れがあり危険です。

２つ以上のボタンを同時に押さないでください。

手元スイッチやモーターの故障の原因になります。

背ボタン 背ボトムの角度を約70°まで無段階に調節できます。

高さボタン 床面高さを25～63㎝まで無段階に調節できます。

ひざボタン

ひざボトムの角度を約17°まで無段階に調
節できます。

2モーターベッド： ＰＰ109-2ＣX-2/4

3モーターベッド： ＰＰ109-3ＣX-2/4

背・ひざボタン

背ボトム・ひざボトムの角度を同時に調節
できます。



背ひざ連結バーの説明（       　　　　                                        ）

背ひざ連結バーの切り替え方
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背ひざ連動⇔背単独への切り替え

背単独⇔ひざ角度の切り替え

下図のように、背ひざ連動⇔背単独の切り替えを行うことができます。初期設定は背ひざ連動です。

（※背単独の切り替えを行うと、ライジングモーションは行えません）

（※背単独の場合、動き出すまでに時間がかかります）

①背ボトムを最高位まで上げてください。

連結バー（のレバー）

①背ボトムを最高位まで上げてください。

②右下図の穴（A）に挿しているピンと曲げ割り

　ピンを抜きます。

③連結バー（のレバー）を引っ張って図中の穴に

　合わせ、ピンと曲げ割りピンを挿してくださ

　い。

　※穴の位置でひざ部最大角度（22°または14°）

　　の調整が可能です。

　　22°に設定した場合、背角度が70°に

　　上げた場合ひざ部角度が10°になります。

　　工場出荷時は14°に設定しています。

　※この時ひざボトムが浮きますが、異常では

　　ありません。

②曲げ割りピンを抜い
　てください。
　その際、指などに怪
　我をしないようご注
　意ください。

③手前側からピンを外してください。

※ピンを抜いて、連結バーを外してください。
　（外した連結バーは連結バー受けで支えます。）
※取り外したピンは元の穴に挿入して、なくさないよう
　にしてください。

22°用の穴

穴（A）

14°用の穴

P109-25AA2、P109-26AA2、P109-25AC2、P109-26AC2、

P109-25BA2、P109-26BA2

2モーターベッド：





ピン

穴

ＢＡ Ｂ

ベッドの分解方法

1

3

2

ヘッドボード

フットボード

注意
必ず電源プラグの樹脂部分をお持ちになり、コンセントから抜いてください。
コードを引っ張ると、断線の原因になります。

ボトムを水平状態に戻し、背、ひざ、昇降
を一番下まで下げます。

ヘッドボード、フットボードを本体から取り外します。

※移乗介助、頭部治療、上肢、下肢訓練などの際にも、
　ヘッドボード、フットボードを取り外して使用して頂くことが可能です。

ボードの下にあるピンを
横方向に抜きます。（4箇所）

真上に持ち上げます。

電源プラグを抜きます。

フットボード

4 センターフレームからひざ脚ボトムを取り外します。

21

ＡＡ

Ｂ

ひざ脚ボトム
表

Ａ
曲げ割りピンを
穴から外します。

ひざ脚ボトム

Ｂ

センターフレームの

ピンを穴から外します。



ベッドの分解方法
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6 下記の要領でセンターフレームを取り外してください。

①昇降モーターの先端の曲げ割り
　ピンを外してピン（銀色）を外し
　てください。

③センターフレームを取り外して
　ください。

●①

●②

●②

●②

●②

センターフレーム

ベースフレーム

*イラストはP109-25AA1です
他も同様に分解してください
　　　

5 背ボトムを外します。

センターフレーム

バックオフバー

曲げ割りピン

ピン

背ボトム
裏

 A . B
 ②背ボトムのローラーをセンターフ　
　  レームのガイドから抜きます。

C . D
①曲げ割りピンを抜いて、

　ピンからバックオフバー
　を外します。外した曲げ
　割りピンは元の穴に挿し
　込んでください。

A

B

D

C A

D

C

②4箇所のロックプレートを
　取り外してください。

①割りピンを外しま
　す

②ロックプレートを
　外します

曲げ割りピン ピン(銀色)



ベッドの分解方法
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7
連結バーを外している場合
は、下図の様に連結バーを
穴にはめてピンで留めてく
ださい。

①連結バーの穴とプレートの
　穴を合わせてピンを挿して
　ください。

連結バー

プレート

商品が動作しないときは、下記項目を確認してください。

症状

商品が
動作しない

確認

電源プラグが抜けていませんか？

延長コードのプラグが
抜けていませんか？

電源プラグが破損していませんか？

手元スイッチ、またはモーターのコード
が抜けていませんか？

ご家庭のブレーカーが落ちていませんか？

電源プラグをコンセント（AC100V）
に挿し込んでください。

延長コードのプラグが抜けていないか
延長コードに支障がないかを必ず確認
してください。

販売店または弊社にご相談ください。

手元スイッチ、およびモーターの
コネクタの挿し込み口に挿し込んで
ください。

ブレーカーを確認してください。

処置

故障かな…！？

2モーターベッド： P109-25AA2、P109-26AA2、P109-25AC2、P109-26AC2、

P109-25BA2、P109-26BA2

②曲げ割りピンで留めてください。



曲げ割りピン

②背ひざ連結バー先端の曲げ割りピン及びピン
　を外してください。

②-1
曲げ割り
ピンをピ
ンから抜
きます。

③背ボトムを片手で押さえ、下図の曲げ割りピ
　ンを抜きバックオフバーを外してください。
　（左右各1箇所）

⑥下図のように背上げローラー部が降りること
　を確認して、③で外したバックオフバーと曲
　げ割りピンを再び取り付け、背ボトムを水平
　にしてご使用ください。

電力が回復しましたら、逆の手順で元に戻してご使用ください。
外した曲げ割りピンとピンは背ボトムを元に戻す際に使用しますので、保管しておいてください。

⑤結束バンドを切って背上げモーター先端の
　曲げ割りピンとピンを外してモーターの先
　端を下げてください。
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レールの組み合わせ
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